
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

叡啓大学（学長 有信
ありのぶ

睦
むつ

弘
ひろ

、広島市中区）は、2026年２月21日（土）、本学の学びの集大成となる

「卒業プロジェクト」公開プレゼンテーションを開催します。卒業プロジェクトは、学生自らがテー

マを設定し、調査・分析を通じて課題を明確化しながら、教員のサポートのもと解決策を導き出す課

題解決型のプロジェクトです。第１回・第２回の報告会では、企業・行政などの外部評価者から専門

的なフィードバックを受け、研究の新規性や実現可能性を高めていきました。最終的な成果は報告書

としてまとめられ、この度の、公開プレゼンテーションにおいて学内外のステークホルダーに向けて

発表されます。当日は、履修学生によるポスター発表に加え、選抜された７名の学生が口頭プレゼン

テーションを行います。不登校支援、国際教育、平和活動など、多様な社会課題に向き合った研究成

果が発表され、若者が自ら課題を設定し、調査と対話を通じて解決策を探究する姿をご覧いただけま

す。（詳細は別紙参照） 

本発表会は、大学教育の成果を社会に示すとともに、次代を担う若者が社会課題を「自分ごと」と

して捉え、主体的に行動する姿を広く発信する機会です。ぜひご取材・ご報道いただきますようお願

いいたします。 

 

１ 概要 

 日 時：2026年２月21日（土）9:20～17:30 

 場 所：叡啓大学（広島市中区幟町１－５）14階・15階 
 

２ プログラム 

時 間 場 所 内 容 

9:20～ 15階 叡啓TOP 受付 

9:45～ 15階 叡啓TOP 開会ご挨拶 

10:00～12:00 15階 叡啓TOP・14階・3階 ポスター発表 

12:00～13:00  昼食休憩 

13:00～15:00 15階 叡啓TOP・14階・3階 ポスター発表 

15:00～17:20 15階 叡啓TOP 口頭プレゼンテーション 

各人15分×７名が発表 

17:20～ 15階 叡啓TOP 閉会ご挨拶 

※履修学生は、午前・午後に１回ずつ発表を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

不登校支援、国際教育、平和活動など、学生が社会課題に挑む学びの集大成 

２月 21 日(土)「卒業プロジェクト」公開プレゼンテーション開催 

資 料 提 供      

令和８年２月 18日 
所  属：広島県公立大学法人 

叡啓大学教育企画課 
担当者：細川 
連絡先：082-225-6312 

 

取材をご希望の方は、お電話又はメールでご連絡ください。 

叡啓大学広報担当（日浦・太治）   

TEL：０８０－９２０８－０４６６   

メール：publicrelations@eikei.ac.jp 

昨年度の「卒業プロジェクト」 

公開プレゼンテーションの様子 



 
 

研究テーマ：平日日中の「おでかけサイト」構想の提案 

発表者：成毛
な る げ

侑瑠樺
う る か

 

自身の不登校経験から、平日に安心して外出で

きる場所や情報が社会に不足している現状に着

目し、図書館・カフェ・美術館など平日に利用

可能な場所を可視化するサイトを考案。調査か

ら、予約の有無やWi-Fi・電源環境、声のかけら

れやすさなど利用者目線の情報を掲載し、プロ

トタイプ公開後には「こんなサイトがほしかっ

た」といった声が寄せられました。クラウドフ

ァンディングでは開始1週間で100万円を達成

し、最終的に226万円・支援者235名を獲得。現

在はNPO法人教育の環と協働体制を構築し、実装

に向けた取組を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラウドファンディング支援者らと意見交換 

研究テーマ： 

フィールドワークから考えるネパールの視覚障がい児教育の課題と支援策 

発表者：米原
よねはら

真奈
ま な

   

全盲の祖父と暮らした経験をきっかけに問題意

識を持ち、2025年8月から約2か月間ネパールに

滞在して学校観察と当事者・家族・教員へのイ

ンタビューを実施しました。ネパール盲人協会

（NAB）の協力のもと調査を行い、年齢と学年の

不一致、点字教材の不足、学校間格差、教員研

修機会の不足などの課題が明らかになりまし

た。今後は、当事者家族が情報にアクセスしや

すい形での情報提供や支援者の拡大につなげて

いく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネパールでの調査の様子 

研究テーマ： 

平和を願っているのに、なぜ関われないのか 

発表者：梶原
かじわら

百恵
も も え

 

広島で平和活動を続ける中で、「関心はあるが

行動しない／できない」要因に着目し、オート

エスノグラフィーに加え文献調査や活動経験者

へのインタビューを実施しました。活動参加の

動機には「承認（認知される経験）」が関係し

ている可能性や、「継承」という概念が活動へ

の関わり方に影響している可能性が見えてきま

した。今後は、関心の低い層との距離を縮める

ための参加の入り口設計の提案につなげていき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平和記念公園での活動の様子 

 

別 紙 


